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  はじめに
小学校と中学校の接続・連携の問題として，しばしば中１ギャップという言葉が使われる。
中１ギャップは，中学校の学習環境に馴染めず，適応できない状態を意味する場合が多い。そ
の原因の一つに中学校の指導方法や内容構成の違いが関係している。社会科の場合，小学校と
中学校で教科として連続するが，その指導者としてクラス担任制から教科担任制に変わる。北
・向山（２０１４）によれば，現行の社会科（小学校・中学校）の内容構成は問題があると指摘す
る。小学校では，社会生活を総合的に理解し，中学校では，地理，歴史，公民の分野別で指導
するようになっている。そのため，小学校と中学校の学習内容に関連性や一貫性がもともと希
薄であることを強調する。とくに，国語科や理科などと比較すると，その違いが明確にわかる。
現行の学習指導要領の作成時でも，この点は話題となったものの，いろいろな事情から十分な
議論とはならなかった。よって，次期学習指導要領の作成において，社会科の内容構成の再検
討がまずは重要であることを指摘する。
他方，これまでも小学校と中学校社会科の接続・連携の重要性は，たびたび指摘されており，
いくつかの先行研究がみられる。例えば，唐木（２０１４）は，小学校と中学校社会科とをつなぐ
ための視点として，目標，方法，内容における接続に触れ，つなぐための手立てが必要である
と指摘した。具体的には，１つ，小学校で取り扱った資料や重要語句を中学校で意識的に取り
上げること，２つ，問題解決的な学習，観察や調査・見学などの体験的な学習を中学校で積極
的に取り入れること，３つ，防災・安全，環境・エネルギーなどの今日的な課題を取り上げる
場合，小学校と中学校で連続性を意識して授業計画を行うことを挙げている。
北（２０１２）は，小学校と中学校社会科との連携について，小学校の学習内容をどこまで取り
上げるか，明確にすることの重要性を指摘している。それゆえ，小学校で学習する知識を抽出
し，構造的に整理することを重視している。
また，児玉（２０１１）では，小学校社会科と中学校社会科のうち，歴史学習の連携について取
り上げた。実践研究部会（２０１２）では，東京学芸大学附属竹早小学校・中学校の連携社会科カ
リキュラムの構想を示した。
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一方，小学校と中学校社会科の具体的な内容を取り上げ，どのように接続・連携を意識し指
導していくかという点を明確にした研究成果は少ない。結果として，具体的な内容の接続・連
携は，個々の教員に任されている。とくに，中学校社会科教員の場合，小学校社会科の学習内
容の知識量が，どの程度かによって接続・連携の在り方も変えていかなければならない。その
ため，小学校と中学校社会科の指導内容について双方の授業開発が必要と判断した。
以上の点をふまえ，本稿は，小学校と中学校社会科の地理的内容に関する授業開発を行う。
授業開発の視点として，地理的な見方と考え方の接続・連携を重視する。また，具体的な学習
内容として，「日本の工業地域」を取り上げる。
図１ 本研究の枠組み
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 小学校と中学校の差異
本章では，唐木（２０１４）を参考としながら，「日本の工業地域」を題材とし，小学校と中学
校がどのように違うのか，述べる。具体的な違いが分からなければ，どのように積み重ね，接
続・連携できるか，わからないものと考えた。１ 目標
まず，目標として，小学校５年生と中学校地理的分野のものを取り上げる。目標は，さらに
理解に関する目標，態度に関する目標，能力に関する目標に分かれる。理解に関する目標では，
小学校において，工業（産業）の様子や国民生活との関連を，中学校において，日本の諸地域
に関する地理的知識や地域的特色の理解を目指す。小学校では，産業全体の中で工業を捉え，
中学校では，諸地域の地理的知識や地域的特色を位置付けるものとして工業を捉えている。態
度に関する目標では，小学校において，工業（産業）の発展，中学校において，地理的事象へ
の関心を重視する。能力に関する目標では，小学校において，工業地域・生産の意味や，調べ
たことを地図などに表現する力，中学校において，世界的視野からの視点や多面的・多角的な
考察，地理的な見方・考え方の基礎といった能力の育成を重視する。表１ 小学校と中学校における関係する目標
小学校５年生の内容 中学校地理的分野
理解 我が国の産業の様子，産業と国民生活の
関連
・我が国の国土及び世界の諸地域に関す
る地理的知識
・各地域の特色（地方的特殊性と一般的
共通性）
態度 我が国の産業の発展の社会の情報化の進
展への関心
日本・世界の地理的事象に対する関心
能力 ・社会的事象の意味について考える力
・調べたことや考え方ことを表現する力
技能
・具体的に調査する技能
・地図や地球儀，統計などの基礎的資料
を効果的に活用する技能
・世界的視野からとらえる力
・多面的・多角的に考察する力
・地理的な見方や考え方の基礎
技能
・様々な資料を適切に選択，活用する技
能
・適切に表現する技能
資料）平成２０年版小学校・中学校学習指導要領解説社会編。２ 方法
続いて，小学校と中学校に関係する社会科の教育方法に触れる。教育方法として，参加型学
習と説明・解説型学習を取り上げる。それらを，学校種において，どの程度重視しているか，
示した。参加型学習とは，学習課題を提示し，各種資料を用いて自ら思考し，それらを意見共
有しながら，課題解決を目指すような学習活動とした。説明・解説型学習とは，学習課題を提
２１
示し，各種資料を用いて教員が説明・解説を行い，課題内容の理解を深めるような学習活動と
した。
社会科の教科書をみると，小学校や中学校の双方において，参加型学習の活動を推進してい
る。ただ，参加型学習は，小学校において重視しており，中学校では，あまり取り入れていな
い。その代わりに，中学校では，説明・解釈型学習が多くなる。その理由として，学習内容が，
中学校段階で急速に増えることが考えられる。表２ 小学校と中学校に関係する教育方法
主な学習活動 小学校 中学校
参加型学習 多い 少ない
説明・解説型学習 少ない 多い３ 内容
小学校の内容では，日本の工業生産を調べ，国民生活を支えている重要な役割があることを
理解させるようになっている。とりわけ，工業生産の調査項目として，工業生産の種類や工業
地域の分布などを挙げている。中学校の内容では，世界的視野から日本の工業（産業）の動向
や地域的特色を理解させるようになっている。小学校の場合，工業に関する内容は，あくまで
国民生活との関連で触れるようになっている。中学校の場合，世界との比較を通じて，工業が，
どのように変容したか，どのような地域的特色があるか，触れるようになっている。変容では，
資源やエネルギーとの関係性にも注目させている。また，地域的特色は，一般的共通性か地方
的特殊性を浮き彫りするようになっている。表３ 小学校と中学校に関係する学習内容
小学校（工業生産と国民生活） 中学校（資源・エネルギーと産業）
我が国の工業生産について，次のことを調
査したり，地図や地球儀，資料などを活用し
たりして調べ，それらは国民生活を支える重
要な役割を果たしていることを考えるように
する。
・様々な工業製品が国民生活を支えているこ
と
・我が国の各種の工業生産や工業分布など
・工業生産に従事している人々の工夫や努力，
工業生産を支える貿易や運輸などの動き
世界的視野から日本の資源・エネルギーの
消費の現状を理解させるとともに，国内の産
業の動向，環境やエネルギーに関する課題を
取り上げ，日本の資源・エネルギーと産業に
関する特色を大観させる
資料）平成２０年版小学校・中学校学習指導要領解説社会編。４ 地理的な見方・考え方
地理的な見方・考え方は，中学校の段階で使用している。小学校では，それに類するものに
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社会的な見方・考え方がある。この社会的な見方・考え方の一部として空間的な視点が含まれ
る。よって，文言としては，中学校のみではあるが，小学校において地理的な見方・考え方が
ないわけではない。
中学校段階における地理的な見方・考え方は，あくまで基礎・基本である。具体的には，地
理的な見方と考え方に分け，考え方として，地域間比較と地域構造，地域の変容を取り上げ，
それらの生じる原因や理由を思考させるものとしている。
一方，小学校段階では，工業の成立（社会的事象）に地理的条件（例：自然環境）が関連し
ていることを思考させることが当てはまる。いわゆる地理的条件との関連を思考させることが，
地理的な見方・考え方と言えるだろう。表４ 中学校における地理的な見方・考え方
第１段階
地理的な見方の基本
どこに，どのようなものがあり，どのように広がっているの
か，諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわりでとらえ，
地理的事象として見いだすこと。また，そうした地理的事象
にはどのような空間的な規則性や傾向性がみられるのか，地
理的事象を距離や空間的な配置に留意してとらえること。
第２段階
地理的な考え方の基本
そうした地理的事象がなぜそのようにみられるのか，また，
なぜそのように分布したり移り変わったりするのか，地理的
事象やその空間的な配置の秩序などを成り立たせている背景
や要因を，地域という枠組みの中で，地域の環境条件や他地
域との結び付きなどと人間の営みとのかかわりに着目して追
求し，とらえること。
第３段階
考え方を構成する主要な柱
そうした地理的事象は，そこでしかみられないのか，他の地
域にもみられるのか，諸地域を比較し関連付けて，地域的特
色を一般的共通性と地方的特殊性の視点から追求し，とらえ
ること。
考え方を構成する主要な柱 そうした地理的事象がみられるところは，どのようなより大
きな地域に属し含まれるのか，逆にどのようなより小さな地
域から構成されているのか，大小様々な地域が部分と全体と
を構成する関係で重層的になっていることを踏まえて地域的
特色をとらえ，考えること。
考え方を構成する主要な柱 そのような地理的事象はその地域でいつごろからみられたの
か，これからもみられるのか，地域の変容をとらえ，地域の
課題や将来像について考えること。
資料）平成２０年版中学校学習指導要領解説社会編。
 小学校社会科における授業開発
第・章では，T社の小学校と中学校社会科の「日本の工業地域」に関する内容を事例と
して，地理的な見方・考え方を意識した授業構想をそれぞれ示す。最後（第章）に，小学校
と中学校社会科における地理的な見方・考え方について，どのように積み重ねるべきか，述べ
２３
る。
以下は，小学校と中学校における「日本の工業地域」に関係する教科書内容を整理したもの
である。授業構想は，それらを題材として，単元目標と計画に触れ，本時の目標，展開（評
価）の順で示す。 表５ 小学校と中学校の関係する教科書内容
小学校教科書内容（例） 中学校教科書内容（例）
工業生産と工業地域 日本の工業
・工業地帯の分布（京浜・中京・阪神）
・工業地域の分布（北九州・瀬戸内・東海・
京葉・関東内陸・北陸）
工業地域の特色（海岸と内陸）立地要因
・主な工業地域の生産額（推移）
・中京工業地帯（自動車・製鉄所・石油化学
工業）
・北陸工業地域（めがね・建設用機械・製薬
・菓子）
他地域との比較による違い
・東京都大田区（中小工場）
・物流
交通網の充実
・工業地帯・地域の分布
京浜・中京・阪神
北九州・瀬戸内・東海・京葉・北関東・
北陸
・主な工業地域の生産額
工業地域の形成過程・変化
四大→三大→地方分散（工業団地）
・国際化（輸出）
加工貿易（輸出）→多国籍企業（海外進出）
・工業の課題
金融危機の影響
研究成果を生かした工業生産
資料）T社教科書内容。単元目標
我が国の工業の種類別，規模別の生産額，工場数や主な工業地帯（地域）の分布，地理的条
件（立地要因）などについて，地図や資料などを利用して調べ，我が国全体の工業生産の現状
や特色について思考しながら理解できる。単元計画（全６時間）
１時
日本の工業生産や工業の盛んな地域について関心をもち，調べるための「学
習課題」を考え，計画を立てる
２時 日本の工業生産や工業地域について調べる
（本時：工業地域の分布の傾向と地理的条件）３時
４時 調べたことの整理
５時 日本の工業生産の現状や特色，分布についてまとめる
（例：工業地域の分布図の作成）６時本時の目標
●日本における工業地域の分布について，各種資料を用いて，その傾向が理解できる
●その傾向（海岸付近と内陸部）の立地要因について，各種資料を用いて，思考し理解できる
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展開（標準４５分授業時間）
指示・発問
教授・学習活動
評価【】
児童に身に付けさせたい知識
導入
●日本の工業地
帯・地域の分布
をみて気付いた
ことはどんなこ
とか。
Ｔ：前時の内容につい
て確認する。
Ｐ：地図資料をみて，
気付いたことをノート
に書く。
【資活・意欲】
■日本の工業地帯・地域は，関東から九
州にかけて集中している（太平洋ベルト
地帯）ことがわかる。
■日本の工業地帯・地域は，海岸付近に
加え内陸部にも分布していることがわか
る。
展開 ●海岸付近と内
陸部の工業地域
では，どのよう
な工業生産をし
ているだろうか。
○調べた内容を
発表させる。
●海岸付近や内
陸部の工業地域
では，どのよう
な利点が考えら
れるだろうか。
○調べた内容を
発表させる。
■工業地域の立
地要因について
説明する。
Ｐ：資料（教科書・地
図・資料集）を用いて，
工業製品を調べる。
【資活】
Ｐ：発表内容を「海岸
付近」と「内陸部」に
分け，整理板書する。
Ｐ：資料（教科書・地
図・資料集）を用いて，
それぞれの利点につい
て思考する。
【資活・思考】
Ｐ：発表内容を「海岸
付近」と「内陸部」に
分け，整理板書する。
Ｐ：各自調べ思考した
内容が正しかったかを
確認し，改めて工業地
域の立地要因について
確認する。
【知識】
■資料をみて，海岸付近と内陸部
の工業製品に違いがあることがわかる。
その結果，海岸付近には，自動車，石油
化学工業，製鉄など，内陸部には，IC
などがみられることがわかる。
■工業原料，生産過程，物流との関連か
ら，利点がありそうなことを推測できる。
■海岸付近の場合，工業原料（輸入先）
との地理的距離の関係により有利である
こと。内陸部の場合，生産過程，物流と
の関連により有利であることがわかる。
まとめ ○日本の工業地
域の分布は，ど
のような傾向が
あり，どのよう
な地域的特色が
あったかノート
に書きなさい。
ＰＴ：ノートにまとめ
を書いた後，今日の授
業の重点事項２点につ
いて説明・確認する。
【知識】
■
日本の工業地域の分布は，太平洋ベル
トを中心とし，海岸付近と内陸部に分か
れること。
工業地域の立地要因には，工業製品に
応じて，工業原料，生産過程，物流など
の関連から，適性立地していること。
【意欲】＝関心・意欲・態度 【思考】＝思考・判断・表現
【資活】＝観察・資料活用 【知識】＝知識・理解
Ｔ＝教員 Ｐ＝生徒
学習課題
なぜ，日本の工業地帯・地域は，海岸付近を中心としなが
ら，内陸部にも分布しているのだろうか。
２５
	 中学校社会科における授業開発
本章では，前章に引き続き，中学校社会科地理的分野における「日本の工業地域」に関する
部分について，授業構想として，単元目標と計画に触れ，本時の目標と展開（評価）の順で示
す。単元目標
「世界から見た日本の資源・エネルギーと産業」では、世界の主な鉱産資源やエネルギーの
現状、産業の分布とともに、日本の資源・エネルギーや環境問題、各種産業の特色について理
解できる。単元計画（全５時間）
１時 世界の資源・エネルギーと産業
２時 日本の資源・エネルギーと環境問題
３時 日本の農林水産業
４時（本時） 日本の工業（工業地域）
５時 日本の商業・サービス業本時の目標
●日本の工業地域の生産額に，どのような傾向があるか理解できる。
●日本の工業地域の変容について，各種資料を用い，思考しながら理解できる。
●その変容には，どのような主な要因があるか，各種資料を用い，思考しながら理解できる。
展開（標準５０分授業時間）
指示・発問
教授・学習活動
評価【】
生徒に身に付けさせたい知識
導入 ●日本の工業地
地域の生産額を
みて読み取れる
ことはどんなこ
とか。
■日本の工業地
域は，四大，三
大，地方分散と
いった変容があ
ることを説明す
る。
Ｔ：前時の内容につい
て確認する。
Ｐ：資料をみて，わ
かったことをノートに
書く。
【資活・意欲】
■日本の工業地域は，中京工業地帯が最
も生産額が高く，それに京浜・阪神が続
いていること（三大工業地帯）がわかる。
■日本の工業地域は，四大，三大，地方
分散といった変容を遂げたが，その地理
的位置についてわかる。
展開 ●なぜ，日本の
工業地域は，変
容（四大→三大
Ｐ：資料（教科書・地
図・資料集）を用いて，
その理由を思考する。
■資料をみて，北九州工業地域の地位が
低下し，中京工業地帯の地位が上昇した
こと。地方分散が，四大・三大工業地帯
学習課題
なぜ，日本の工業地域は，変容（四大→三大→地方分散）
をしたのだろうか。
菊地：小学校・中学校社会科地理における接続・連携に関する授業開発２６
→地方分散）を
遂げたのだろう
か。
○調べた内容を
発表させる。
●なぜ，北九州
工業地域の地位
が低下し，中京
工業地帯の地位
が上昇したのか。
○調べた内容を
発表させる。
■なぜ，地方分
散がすすんだの
か。
○調べた内容を
発表させる。
■工業地域の変
容には，外国の
動向にも影響を
受けていること
を説明する。
【資活・思考】
Ｐ：発表内容を「四大
→三大」と「三大→地
方分散部」に分け，整
理板書する。
Ｐ：資料（教科書・
地図・資料集）を用い
て，それぞれの理由に
ついて思考する。
【資活・思考】
Ｐ：発表内容を「北九
州工業地帯の低下」と
「中京工業地帯の上
昇」に分け，整理板書
する。
Ｐ：資料（教科書・地
図・資料集）を用いて，
それぞれの理由につい
て思考する。
【資活・思考】
Ｐ：発表内容を「地方
分散の原因」と「推
進」に分け，整理板書
する。
【知識】
の工業集積に起因し，地方の分散につな
がったことがわかる。
■北九州工業地域は，工業原料の輸入先
やエネルギー革命の影響によって，鉄鋼
業が衰退したこと。中京工業地帯は，ト
ヨタ自動車を中心とした自動車輸出が好
調となり，京浜工業地帯を生産額で追い
抜き，１位となったことがわかる。
■太平洋ベルト地帯の工業地域では，環
境問題が深刻化したこと。高速道路網な
どの拡充や企業誘致活動により，内陸部
や遠隔地でも企業立地がすすんだことが
わかる。
■工業原料価格の変化，金融動向の影響，
対外貿易先との関係，低労働賃金指向な
どといったことに工業地域の変容が，深
く関係しており，グルーバル化がすすん
でいることがわかる。
まとめ ○日本の工業地
域の変容とその
要因についてか
ノートにまとめ
なさい。
ＰＴ：ノートにまとめ
を書いた後，今日の授
業の重点事項２点につ
いて説明・確認する。
【知識】
■
日本の工業地域の変容過程とその主な
要因（地域的特色）。
工業地域の変容には，外国の動向も影
響していること（世界規模からの視点）。
【意欲】＝関心・意欲・態度 【思考】＝思考・判断・表現
【資活】＝観察・資料活用 【知識】＝知識・理解
Ｔ＝教員 Ｐ＝生徒
２７

 おわりに
本稿では，小学校と中学校社会科の接続・連携を目指し，地理的な見方・考え方を中心とし，
「日本の工業地域」を題材とした授業開発を行った。最後に，その授業構想を用いて，どのよ
うな学習内容の積み重ねができ，どのような接続・連携ができそうか，構造的に示す。
小学校の場合，工業地域の分布とその立地要因を思考させ，国内との関係性を重視している。
中学校の場合，工業地域の変容とその主な要因を思考させ，国内外との関係性を重視している。
すなわち，小学校では，現存する日本の工業地域の様子を，日本という地理的空間の中で思考
・理解するようになっている。中学校では，主として，戦後の日本の工業地域の変容といった
時間的な変化を，国内外の地理的空間の中で思考・理解するようになっている。
よって，小学校と中学校の学習内容を大胆に捉えると，小学校の学習内容に，時間軸（過去
からの変容）と空間軸（世界規模の視点）の拡大を中学校の段階で加えるものと考えることが
できるだろう。この違いが，小学校と中学校の地理的な見方・考え方の差とも言える。また，
小学校の場合，国民生活との関係性が重視されるあまり，空間的な視点の捉えが，みえにくく
なっている。この結果，学習内容の相違点ばかりが強調され，類似点がわからず，接続・連携
を難しくしている。
以上から，中学校では，工業地域の分布の傾向とその要因について振り返ること（小学校の
学習内容）で，地理的知識の定着・確認を図る。それをふまえ，工業地域の変容とその要因・
影響といった中学校の学習内容に移行することで，ある程度の連続性が実現できる。
図２ 小学校と中学校の学習内容（日本の工業地域）の関係性
菊地：小学校・中学校社会科地理における接続・連携に関する授業開発２８
一方，小学校では，中学校の学習において，どのように発展していくのか予告することで，
より接続・連携のイメージを具体化できる。
そのため，学習内容における相違点と類似点は何か，はっきり明示しないと小学校と中学校
で同じような学習したイメージしか残らない。この点の明確化が，小学校教員と中学校教員の
双方に求められる。双方の学習指導要領解説において，小学校または中学校の内容が掲載され
ていることを上手に使いたい。
今後の課題は，「日本の工業地域」に続く，授業開発を積み重ねていくことである。その過
程で，地理的な見方・考え方の段階的（小学校から中学校へ）な視点が定まれば，たとえ学習
内容（例：日本の農業）が変わっても，接続・連携の方向性として位置付けることができる。文 献
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